
AR技術で水害の恐ろしさを体験！
～甲賀市総合防災訓練で浸水体験、流域治水のPRを実施しました！～ R7.12.3

〇琵琶湖河川事務所では、流域治水の普及・推進や水害リスクの自分事化を目的に「令和７年度 甲賀市総合防災訓練」
にて AR技術による浸水体験のPRを実施しました。天候も良く、約９０組の方にご参加いただきました。

〇また、瀬田川・大戸川流域や野洲川流域での流域治水の取り組みや流域治水の考え方をパネル展示によりPRしました。
〇浸水体験の参加者を対象に、体験の感想についてアンケートをとりましたが、ほとんどの方から流域治水の関心や理解
が高まったとご回答いただきました。
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〇日時：令和７年１１月１６日（日）９：３０～１４：００

〇会場：鹿深夢の森（甲賀市）

〇主催：甲賀市

〇イベント参加者：約５００人

浸水AR体験 良かった：93.5%
「水害時の避難」への関心や理解 高まった：94.4%
「流域治水」への関心や理解 高まった：89.3%

かふか

※イメージ画像 びわ湖放送の取材を
受けました！

＜参加者の感想＞
・水が濁っていると足元が見えず、避難時に水路や段差に気づきにくいため、危険なことがわかった。
・浸水が発生している状況で子供を連れて逃げることはできないと思った。浸水する前に逃げる必要がある。
・家に帰ってハザードマップをもう一度確認したい。
・訓練に参加することや水害時に避難することも流域治水だということがわかった。
・流域治水という言葉は聞いたことが無かったが、水路の清掃など、自分たちにもできることがあることがわかった。


